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温間鍛造によるAl-Zn-Mg合金の

耐応力腐食割れ性改善
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Al-Zn-Mgalloyrequiresaspecialheattreatment（T6treatment）afterforgingtosecurethebest

mechanicalstrength，buttheproductsfromthisprocesshavehighsusceptibilitytostresscorrosion

cracking，Thispaperdealswithreducingthesusceptibilityofthealloybyapplicationofwarmforg‐

ing､TheT6pretreatedmaterialwasforgeｄａｔｗａｒmtemperaturerange，whichcausedthematerial

goodforgeabilityatthetemperaturesover200℃、Resistancetostresscorrosioncrackingofthe

productsfromthisprocesswasremarkablyimproved，andalsothestrengthoftheproductswas

higherthanthatfromtheusualprocess・Theseoriginateintheeffectofoveragingandthework‐

hardeningsimultaneouslyoccurredduringwarmforging．
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1． 緒言

機械構造物の軽量化指向とともに高強度アルミニウム

合金の使用が増大している．特に，Al-Zn-Mg系(JIS‐

7000系)合金は適当な熱処理によって抗張力が500ＭＰａ

以上に達するものもあり，その需要増が見込まれている。

しかしこの合金の欠点は，強度を高めるために施される

通常の時効処理(T6処理)状態で海水などの腐食環境に

さらされた場合に応力腐食割れが生じやすいことである．

この応力腐食割れ特性を改善するため，いろいろな熱処

理法が試みられている')が，いずれも処理工程が複雑で

あり厳密な管理を要するなど制約が多い．

近年，塑性加工の分野では加工時に組織を制御するこ

とによって，優れた特‘性を有する素形材を得る試みが活

発に行われており，「加工熱処理法」はその一種である．
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鯛の精密鍛造などで有効に利用されている温間鍛造も加

工熱処理法として種々の材料に応用され，その効果が報

告されている2)．本研究では，温間鍛造による加工熱処

理を代表的なAl-Zn-Mg合金であるA7075材に適用して，

耐応力腐食割れ性の改蒋を試みた．

２．供試材料とその熱処理

用いた材料は，JIS規格のアルミニウム合金中岐も高

強度を得ることのできるA7075材で，その組成は表ｌの

とおりである．この材料は現在，航空機部品やスポーツ

用品などに使用されているが，さらに自動車部品などへ

の需要拡大が見込まれている．この材料の鍛造は一般に

385～435℃の熱間温度域で行われる．そして強度をあげ

るための標準的な熱処理として，460～470℃に加熱後水

冷する溶体化処理と115～125℃で24時間以上保持する時

効硬化処理が施される．この熱処理を施された素材ある

いは加工品をＴ６(処理)材と呼ぶ．これに対し，Ｔ６材に

おける応力腐食割れ特性を改蒋する方策として過時効処










